
発災時に備え、県立高校で陸自部隊展開訓練と防災教育を実施
総
合
高
等
学
校
土
肥
分
校
（
伊
豆
市
）
で

害
・
危
機
に
備
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
話

た
も
の
で
、
同
校
の
生
徒
４
６
人
が
参
加

三
島
所
は
「
危
機
管
理
の
視
点
か
ら
災

１
２
月
１
７
日
（
火
）、
静
岡
県
立
伊
豆

に
伴
う
防
災
教
育
に
協
力
し
た
。

る
た
め
の
部
隊
展
開
訓
練
に
併
せ
て
行
っ

を
行
っ
た
。
海
に
面
し
、
山
に
囲
ま
れ
て

自
衛
隊
の
装
備
品
や
仕
事
に
つ
い
て
理
解

上
に
貢
献
し
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解

三
島
所
は
、
引
き
続
き
担
当
地
域
の
学

案
内
所
（
所
長
・
林
正
士
１
等
陸
尉
）
は
、

こ
れ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
発
災
時

行
わ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
展
開
訓
練

の
活
動
拠
点
と
し
て
県
立
高
校
を
活
用
す

し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
危
険
な
場
所
を
知

担
架
搬
送
、
自
衛
官
が
背
負
っ
て
い
る
背

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連

声
を
か
け
合
っ
て
熱
心
に
体
験
に
取
り
組

小
型
ト
ラ
ッ
ク
と
い
っ
た
陸
上
自
衛
隊
車

令和６年度第２回予備自衛官補辞令書交付式等を実施
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
に
お
い
て
体
験
喫
食
と
部
隊
資
料
館
見
学
を
行
っ
た
。

一
人
一
人
に
辞
令
書
を
手
渡
し
、
採
用
さ

部
庁
舎
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
補
辞
令
書
交
付
式
と
制
度
説
明
、
陸
上
自
衛
隊
板
妻

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
予
備
自
衛
官
等

を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
訓
練
へ
の
不
安
を
払
拭
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回
は
４

務
の
宣
誓
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐

し
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
好
評
だ

喫
食
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
バ
ラ
ン
ス

の
確
保
と
練
度
維
持
に
努
め
、
静
岡
県
民

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
三
島
募
集

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１
等
陸
佐
）
は
１
２
月
２
０
日
（
金
）、
本

こ
れ
は
、
新
た
に
採
用
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
補
の
意
識
高
揚
と
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促
進

人
が
参
加
し
た
。

傍
ら
、
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の
役
割
を

自
ら
の
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
普
段
の
健

特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
そ
の
重
要
性

ま
た
、
予
備
自
衛
官
班
長
が
予
備
自
衛

今
後
自
分
が
受
け
る
教
育
訓
練
の
内
容
に

救急法体験 防災講話

資料館見学 辞令書交付式

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
の
準

校
で
防
災
教
育
を
行
い
、
防
災
意
識
の
向

の
う
（
リ
ュ
ッ
ク
）
の
運
搬
体
験
を
行
っ

を
深
め
て
い
た
。

促
進
を
図
っ
て
い
く
。

ん
で
い
た
。

隊
第
５
中
隊
（
御
殿
場
市
）
が
体
験
型
実

ド
で
車
両
に
体
験
試
乗
し
た
。
学
年
を
問

担
う
と
い
う
意
義
あ
る
決
断
に
心
か
ら
感

者
か
ら
部
隊
や
駐
屯
地
の
歴
史
な
ど
に
つ

よ
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
食
事
で
、
お
い

資
料
館
見
学
で
は
、
駐
屯
地
広
報
担
当

自
衛
官
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
う
」

屯
地
に
移
し
、
隊
員
食
堂
で
昼
食
を
体
験

い
て
説
明
を
聞
き
、
質
問
を
し
な
が
ら
理

献
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

の
た
め
に
職
務
を
遂
行
し
て
い
く
。

官
補
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
は

施
す
る
部
隊
は
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
験

つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

っ
た
。

解
を
深
め
て
い
た
。

を
通
し
て
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の
意
識

研
修
を
終
え
た
参
加
者
は
「
今
日
１
日

が
高
ま
っ
た
。
教
育
訓
練
を
修
了
し
て
予

備
自
衛
官
と
な
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
貢

れ
た
４
人
が
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の
服

辞
令
書
交
付
式
で
は
、
田
代
本
部
長
が

田
代
本
部
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の

謝
す
る
。
予
備
自
衛
官
の
歴
史
は
長
く
、

と
訓
示
し
た
。

が
あ
り
安
心
し
て
訓
練
を
受
け
、
そ
し
て

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
教
育
を
実

康
管
理
に
十
分
に
留
意
し
、
立
派
な
予
備

備
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

い
る
土
肥
地
区
の
地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
、

習
と
し
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
急
法
、

た
。
特
に
担
架
は
学
校
に
も
用
意
さ
れ
て

わ
ず
自
衛
隊
に
興
味
を
示
す
生
徒
も
お
り
、

屋
外
で
は
軽
装
甲
機
動
車
、
高
機
動
車
、

い
る
身
近
な
道
具
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

両
の
見
学
を
行
い
、
希
望
者
は
グ
ラ
ウ
ン


